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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人

日本産業・医療ガス協会（JIMGA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて

日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣が改正した

日本産業規格である。これによって，JIS T 7111:2006 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 T 7111：2020 
 

医療ガスホースアセンブリ 

Hose assemblies for use with medical gas systems 

 
0 序文 

この規格は，2014 年に第 4 版として発行された ISO 5359 及び Amendment 1:2017 を基とし，国内独自に

構築された技術及び法令の遵守のため，技術的内容を変更して作成した日本産業規格である。ただし，追

補（amendment）については，編集し，一体とした。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。この規格で，本文の箇条又は細分箇条の番号の後

に“*”を付けて示した幾つかの要求事項に関する理論的根拠を，附属書 A に示す。 

0.1 概要 

a) この規格は，医療機器と医療ガス設備又はその他の医療ガス供給装置とを接続するホースアセンブリ

が，異なるガス又は同じガスの異なる圧力ガスとの交差接続を防止し，安全を確保するために作成し

たものである。一旦設置した医療ガス設備で送気される医療ガスは，交差接続又は汚染の可能性を避

けるための試運転手順を受ける。しかし，ホースアセンブリは，短い使用期間でも乱暴な取扱い並び

に頻繁な使用による物理的な損耗及び裂傷を受け，医療機器と医療ガス設備との間での頻繁な着脱の

影響を受ける。 

b) 絶対安全なものは存在しないとはいえ，この規格は，ホースアセンブリの使用に起因する予見可能な

危険を防ぐための必要な要求事項を含んでいる。使用者は，ホースアセンブリの外因による損傷の可

能性に常に注意を払うほか，定期的にこの規格の規定に合致しているかを確かめる保守点検及び補修

を行う必要がある。 

c) この規格が特に留意している事項は，次のとおりである。 

－ 使用材料の適正 

－ ガス別特定 

－ 誤接続防止 

－ 清潔維持 

－ 試験検査 

－ 同定 

－ 情報の提供 

0.2 ホースアセンブリ用ねじ式接続具 

a) 一つのねじ式接続具の規格を定める要望は疑うこともないが，現在使用中の各種型式の統一合意は，

不可能である。個々の国の規格が増え実用に供されるに伴い，結局は，構成部品間で異種ガスの交差

接続のハザードが高くなることが懸念されるので，三つの方式のねじ式接続具及び医療ガス設備の配

管端末器に接続するガス別特定迅速継手を選択して，この規格に含めることにした。 


